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１．新書の執筆について 
 委員会の成果として、以下のものをベースに考えることになっている。 
・ 教科書といっても、重たいものは需要がないので、新書的なものにする。 
・ 内容は、全体を基礎・事例にするか、項目ごとに分冊にするか検討の余地がある。 
・ 新書編集ｗｇを募って活動をはじめる。メンバーは、当面、委員長・副委員長・幹事・

上野 wg長・佐々木（寧）wg長・太田 HP担当で始める。 
・ 新書を出す場合には、シンポなどは開かない。 
 


